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図Ⅲ－９　多々良川流域下水道（多々良川処理区）
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Ⅲ－４　宝満川流域下水道事業

　宝満川流域下水道は、小郡市北部及び筑紫野市南部を計画区域とし、昭和 59年度に着手し、昭和 63
年６月に宝満川浄化センターを供用開始して以来、都市環境の整備と宝満川水域の水質保全のために大
きな役割を果たしている。
　流域幹線管渠は、三国、津古、横隈及び馬市幹線の４幹線で、地形上の理由により一部圧送方式とし
ており、ポンプ場は力武と馬市の２カ所である。
　宝満川浄化センターは、小郡市に位置しており、水処理施設は、全体計画４系列全てが活性汚泥法で
完成しており、今後、高度処理化を進める計画である。また、宝満川上流流域下水道の汚水を本浄化セ
ンターに受け入れて処理を行っているところである。

宝満川浄化センター
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表Ⅲ－13　宝満川流域下水道事業計画
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–––– 

 

図Ⅲ－11　宝満川流域下水道（宝満川処理区）
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Ⅲ－５　宝満川上流流域下水道事業

　宝満川上流流域下水道事業の計画区域は、筑紫野市、太宰府市、筑前町及び佐賀県基山町により構成
されており、市街化区域（用途地域）及び将来市街化が予想される周辺の既存集落を含めた区域である。
生活環境の整備と公衆衛生の向上に寄与すると共に、宝満川をはじめとする公共用水域の水質保全のた
めに、平成５年度から着手している。
　流域幹線管渠は、夜須、山家、永岡、太宰府及び基山の５幹線で、地形上の理由から夜須幹線の一部
は圧送方式としており、筑前町に朝日中継ポンプ場を建設している。
　なお、近接する宝満川浄化センターと連絡管で接続し、平成 10 年４月より筑紫野市、平成 13 年４
月より筑前町、平成 21年 10 月より太宰府市の一部区域の汚水を圧送、処理している。

 

図Ⅲ－13　宝満川上流流域下水道（宝満川上流処理区）
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表Ⅲ－14　宝満川上流流域下水道事業計画
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Ⅲ－６　筑後川中流右岸流域下水道事業

　筑後川中流右岸流域下水道は、小郡市、朝倉市及び大刀洗町により構成されており、処理区域は市街
化区域（用途地域）及び将来市街化が予想される周辺の既存集落を含めた区域である。生活環境の整備
と公衆衛生の向上に寄与すると共に、宝満川をはじめとする公共用水域の水質保全に資することを目的
として、平成６年度から事業着手している。
　流域幹線管渠は、甘木、小郡及び大刀洗の３幹線で平成 17 年度末に完成している。また、終末処理
場である福童浄化センターは、小郡市の福童に位置し、平成 20年 12 月から処理を開始している。現在、
水処理施設は４系列全てが完成しており、関連市町の面整備と整合した事業進捗を図っているところで
ある。

福童浄化センター
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表Ⅲ－15　筑後川中流右岸流域下水道事業計画
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Ⅲ－７　遠賀川下流流域下水道事業

　遠賀川下流流域下水道の計画区域は、１級河川遠賀川の下流に位置し、遠賀川をはさんで左岸側を流
れる西川及び右岸側を流れる曲川地域にまたがる区域である。関連市町は、中間市、水巻町、鞍手町及
び遠賀町の１市３町により構成されており、これらの区域は公共用水域の水質保全及び地域住民の生活
環境の改善を目的として、平成７年度に事業着手し、平成 15年７月に一部供用を開始している。
　流域幹線管渠は、水巻中間、鞍手、鞍手西及び遠賀の４幹線で、地形上の理由から一部は圧送方式と
しており、２つのポンプ場を位置付けている。また、終末処理場である遠賀川下流浄化センターは中間
市及び鞍手町に位置している。
　現在は、流域幹線管渠の整備が完了し、関連市町の面整備と整合した処理場整備の進捗を図っている
ところである。

遠賀川下流浄化センター
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表Ⅲ－16　遠賀川下流流域下水道事業計画
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Ⅲ－８　矢部川流域下水道事業

　矢部川流域下水道の計画区域は、筑後市、八女市、みやま市、及び広川町の３市１町により構成され
ている。
　この地域を流れる花宗川、山ノ井川及び矢部川は、宅地開発・人口増加による汚水量の増加で水質環
境基準が達成されていない。このような状況から、都市環境の整備と公衆衛生の向上に寄与するととも
に、公共用水域の水質保全のために平成９年度に事業着手した。
　流域幹線管渠は、黒木、広川、及び瀬高の３幹線で、終末処理場である矢部川浄化センターは筑後市
に位置し、平成 18 年 10 月に八女市、筑後市及びみやま市において、また、平成 22 年３月から広川町
において供用開始した。

矢部川浄化センター
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表Ⅲ－17　矢部川流域下水道事業計画
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図Ⅲ－18　矢部川流域下水道（矢部川処理区）
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Ⅲ－９　遠賀川中流流域下水道事業

　遠賀川中流流域下水道の計画区域は、１級河川遠賀川の中流に位置し、遠賀川に流入する犬鳴川及び
一部彦山川にまたがる区域であり、関連市町は、直方市、宮若市及び小竹町の２市１町により構成され
ている。
　これらの区域は、福岡・北九州都市圏に隣接していることから、福岡市及び北九州市のベッドタウン
として発展しており、公共用水域の水質保全及び地域住民の生活環境の改善を目的として、平成 11 年
度に事業着手し、平成 18年９月に供用を開始している。
　流域幹線管渠は、若宮宮田直方、小竹宮田、宮田、小竹直方及び直方の５幹線で、地形上の理由から
一部は圧送方式としており、現在供用中の龍徳ポンプ場、感田ポンプ場、勝野ポンプ場をはじめ５つの
ポンプ場を建設する計画である。また、終末処理場である遠賀川中流浄化センターは直方市に位置して
いる。
　現在は、流域幹線管渠の整備を進めると共に、関連市町の面整備と整合した処理場整備の進捗を図っ
ていくこととしている。

遠賀川中流浄化センター
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表Ⅲ－18　遠賀川中流流域下水道事業計画
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Ⅲ－10　明星寺川流域下水道事業（平成26年度完了）

　明星寺川流域下水道は、平成 15 年７月 19 日の集中豪雨により未曾有の浸水被害を受けた飯塚市及
び旧穂波町の明星寺川流域における浸水対策を行うために、平成 17年度から平成 26年度にかけて「雨
水流域下水道事業」として事業を実施し、平成 26年度末に「都市下水路」として飯塚市へ移管した。
　本流域下水道事業は、雨水排除のための幹線管渠（潤野・枝国雨水幹線）と雨水流出抑制のための調
整施設（明星寺川調整池）の組み合わせにより浸水対策を行った。

雨水流域下水道とは
　従来、雨水の対策は、主に各市町村それぞれの公共下水道（雨水）事業等で行っていたが、平成 17
年 11 月１日の下水道法の改正に伴い、２以上の市町村の区域における雨水のみを排除する下水道を、
流域下水道として整備することが可能となった。
　そのため、飯塚市及び旧穂波町において実施されていた「潤野・枝国都市下水路事業」を福岡県が事
業主体となる「明星寺川雨水流域下水道事業」に拡充することで、過去の集中豪雨により甚大な浸水被
害が生じた当該地域のさらなる雨水対策を実施した。

図Ⅲ－22　明星時川流域下水道平面図
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Ⅲ－11　流域下水道事業における計画的な改築・維持管理について

　下水道は人が社会生活を営む上で欠かせない重要なライフラインの一つである。
　昨今では、下水道施設の老朽化に伴い、日常生活や社会経済活動に重大な影響を及ぼす事故の発生や
処理機能の停止が懸念されている。今後、改築事業費等の増大が見込まれる中、限られた財源を有効に
活用し、良質な下水道サービスを持続的に提供する事が求められている。このため、本県の流域下水道
においては、下水道施設のライフサイクルコスト最小化の観点を踏まえ、計画的な改築・維持管理を行っ
ていく。

　本県では流域下水道事業を８箇所実施しており、今後は急速な老朽化が見込まれている。
一般に、下水道施設は、管路施設と処理場・ポンプ場施設に区分され、経年劣化や硫化水素による腐蝕
などから、建物の躯体・管路施設の標準耐用年数は 50 年、機械・電気設備の耐用年数は 10 ～ 20 年と
されている。

　各流域下水道の現状は、以下のとおり。

　平成 28 年度から、下水道施設の計画的な点検 ･調査から修繕 ･改築までを一体的にとらえた適正な
管理を支援するために「下水道ストックマネジメント支援制度」が創設された。
　現在、本県の流域下水道においても、各流域別に下水道ストックマネジメント計画の策定をして点検
･調査から修繕 ･改築までを一体的にとらえた適正な管理に取り組んでいる。

28
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Ⅲ－12　流域下水道の地震対策について

　下水道は人が社会生活を営む上で欠かせない重要なライフラインの一つである。
　近年の大規模地震による下水道施設の被害は、終末処理場における処理機能の停止をはじめ下水道管
の損壊による道路陥没・交通障害、排水不能による汚水の滞留や未処理下水の流出など住民の生活や社
会活動に甚大な影響を及ぼすこととなる。
　このため、本県が管理する流域下水道では、下水道施設の耐震化に取り組んでいる。

　県では、平成 24年度までに流域下水道の施設について耐震診断を行っている。
　各流域下水道における耐震診断結果は以下のとおり。
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　流域下水道の地震対策を実現可能なものとするため、平成 25 年～平成 29 年までの短期計画と、平
成 30年からの中長期計画に区分し、地震対策を進めている。

［短期目標における対策内容］
　◇　人命の確保、最低限の必要な機能を確保するための下水道施設の耐震化を実施。

・管渠、マンホール及びポンプ場の耐震化
・処理場の耐震化（有人施設、ポンプ施設、沈殿施設、消毒施設等）

　◇　被災により施設の機能が停止した場合において、すみやかな応急復旧が図れる体制を構築。
・流域下水道ＢＣＰ※（業務継続計画）の策定、更新
※ＢＣＰとは、災害が発生した際、ヒト、モノ、情報及びライフライン等の利用できる資源に
制約がある状況下においても、適切な業務執行を行うことを目的とした計画をいう。（BCP：
Business Continuity Plan）

［中長期目標における実施計画］
　◇　短期目標に含まれない処理場の一部施設について、関連する施設の改築更新時期に合わせて耐震
　　　化工事を実施。（水処理施設等）
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Ⅲ－13　下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェクト）

（１）実証事業の概要
　本県および公益財団法人福岡県下水道管理センター・日本下水道事業団・株式会社東芝は、国土交通
省の「下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェクト※ 1）」に採択された、「ICTを活用したプロ
セス制御とリモート診断による効率的水処理運転管理技術実証研究」を実施している。　
　本研究は、国土交通省国土技術政策総合研究所から平成 26 年度に受託し、実証フィールドである福
岡県宝満川流域下水道 宝満川浄化センターにおいて、「①NH4-Nセンサーを活用した曝気風量制御技
術」、「②制御性能改善技術」、「③多変量統計的プロセス監視（MSPC※ 2）技術」の３つの技術を組み
合わせた技術について、下水処理場の維持管理性の向上と運用コスト削減に貢献する効率的な水処理運
転管理を実現することを実証するものである。（図Ⅲ－ 23）

※本実証では、リモート側の設備を株式会社東芝内に設置している。

※ 1　B-DASHプロジェクト：Breakthrough by Dynamic Approach in Sewage High Technology Project
※ 2　MSPC：Multivariate Statistical Process Control

（２）３つの技術の概要
　①NH4-N センサーを活用した曝気風量制御技術
　アンモニア性窒素（NH4-N）センサーで反応タンク内の硝化状況を監視し、これに応じてDO目標
値を自動で変化させることで、処理状況に応じて曝気風量を最適化し、省エネを図る技術である。
　本技術により、要求水質に応じた水処理機能の確保を図り、曝気風量制御に係わる消費エネルギーを
抑制する。

図Ⅲ－23　実証技術の概要

図Ⅲ－24　NH4-N センサーを活用した曝気風量制御技術の概要
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②制御性能改善技術
　制御に関連するプロセス監視データ※ 3に基づき、①の制御技術の制御パラメータ値を最適化する技
術である。本技術により、制御性能の安定化を図り、維持管理性の向上を実現する。

※ 3　下水処理場において監視している流量・水質・運転に関するデータ
※ 4　MV、PV、SV：それぞれManipulated Value、Process Value、Setting Value

③多変量統計的プロセス監視（MSPC）技術
　下水処理場における多数のプロセス監視データの相関を、統計的手法を用いた診断モデルにより解析
し、下水処理プロセスの異常兆候を検出すると共に異常要因の推定を行う技術である。
　本技術により、より安定的な運転管理を行い、維持管理性の向上を実現する。

図Ⅲ－25　制御性能改善技術の概要

図Ⅲ－26　多変量統計的プロセス監視（MSPC）技術の概要

 


